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池田里香さん
(山鹿灯籠踊り保存会副会長)

多くの方に千人灯籠踊りの雰囲気を
味わっていただきたかったので残念
です。雨にもかかわらず八千代座に
長い行列を作り待っていただき、満
員の会場を見て、保存会のメンバー
全員が鳥肌が立つくらい感激しまし
た。また、市外参加者の方が遠くか
ら来られて、一生懸命練習をされて
いたので、いっしょに踊りたかった
です。私たちは自分たちの踊りを多
くの方々が見に来ていただいている
ということを今一度自覚して、いっ
そう練習を重ねて来年は立派な踊り
を見ていただきたいと思います。

横山美香さん (広島市)
家族とバスツアーで来
ました。灯籠娘になっ
てみたいと思っていた
ので、なりきり体験が
出来てすごくうれしい
です。来年は踊りにも
参加したい。今夜は山
鹿の温泉も楽しみです。
（灯籠娘なりきり体験で
灯籠娘になった横山さ
んはアマチュアカメラ
マンに大人気でした）

田嶋里沙さん
(柏屋藤右衛門 九日町)

雨だったのですが、曜日が良か
ったので例年と変わらないぐら
いのお客様が来られました。関
東から来られた方が千人灯籠踊
りが見られなかったので、せめ
てポスターでも買って帰ろうと
おっしゃったのを聞き、せつな
くなりました。でも、みなさん
「雨だからしょうがないね」と
怒ったりする方は一人もいらっ
しゃらなかったですよ。ありが
たいことです。来年もぜひ灯籠
まつりにお越しいただきたいと
思います。

石井龍夫さん・実紗綺ちゃん
(佐賀市)

佐賀から家族５人で来ました。千人灯籠
踊りを楽しみに来たのですが中止になっ
て残念です。八千代座での踊りを楽しん
で帰ります。（灯籠民芸館にて）

‐

‐

八
千
代
座
で
行
わ
れ
た
灯
籠
踊
り

保
存
会
に
よ
る
４
回
の
踊
り
は
、
全

国
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い
た
観
光
客

に
、
少
し
で
も
灯
籠
踊
り
を
見
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
関
係
者
の
心
が
、

会
場
の
す
べ
て
の
人
に
大
き
な
感
動

を
与
え
ま
し
た
。

雨
と
な
っ
た
今
年
の
ま
つ
り
も
成

功
を
願
う
人
々
の
熱
意
で
終
了
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
開
催
さ
れ
た
催
し
の

一
部
を
ス
ナ
ッ
プ
で
紹
介
し
ま
す
。

８
月
15
日
F

・
16
日
G

の
両
日
、

山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
灯
籠
ま
つ
り
は
雨
に
泣

か
さ
れ
、
初
日
は
夕
立
で
催
し
の
一

時
中
断
。
２
日
目
は
大
雨
洪
水
警
報

が
発
令
さ
れ
る
激
し
い
雨
に
、「
上
が

り
灯
籠
」
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
催
し

が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
実
行
委
員

会
も
、
全
国
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
観

光
客
の
存
在
と
、
関
係
者
の
努
力
と

準
備
も
重
々
承
知
の
上
で
の
中
止
の

決
断
で
し
た
。

qwまつりは保存会の奉納灯籠踊りで始まりました
e紙と糊で作られた芸術品に誰もが足を止めて見入
ってしまいます

r「静」の灯籠踊りと「動」の山鹿太鼓　まつりを
盛り上げます

t多くの人の前で披露する鹿本農業高校の灯籠踊り　
y16日夕方　雨足も弱くなり町には人の波が
u八千代座は３階席までびっしり満員
i保存会による優雅な踊り　鳴りやまない拍手　　

q
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まつりのフィナーレ上がり灯籠
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qw熱戦が繰り広げられたPK大会には小学
校低学年～大人まで25チームが参加　

er菊鹿内の５保育園によるかわいらしい
園児お遊戯に心がいやされます

t夕方になり幾分か過ごしやすくなった会
場には多くの人が詰めかけました

y色とりどりのゆかたをまとい、楽しそう
に踊る姿がすてきな「ゆかた踊り」

u祭の最後を飾るのはお楽しみ抽選会　
豪華賞品が当たってニッコリ　

w

e

q

r

u

t

y

▲見よ！このほおばり！！「早食い競争」

▲七福神も祭りを盛り上げてくれました

▲地元のために負けられん！！校区対抗綱引き大会

▲ゴミ分別にご協力ありがとうございます

▲「奉納子どもみこし」自分たちで作ったみこしを担ぎ
商店街を練り歩きます

招招招招
しししし ょょょょ うううう

魂魂魂魂
ここここ んんんん

祭祭祭祭
ささささ いいいい

８月13日～14日

▲招魂祭のクライマックス「総踊り」

▲七夕飾りが祭りを華やかにしてくれます

▲手作りのお化け屋敷　
妖怪が暗闇に不気味に浮かび上がります



身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

…夏季巡回ラジオ体操・みんなの体操会
８月６日 カルチャースポーツセンター　

青々とした天然芝に改修された第一多目的グラウンドで、
約2,000人が参加しての｢夏季巡回ラジオ体操・みんなの体操
会｣が開催されました。
眠い目をこすりながら集まった子どもたちも、NHKラジオ

体操の多胡先生の指導で徐々に体もほぐれ、笑い顔で体操を
していました。
また、この日は生ピアノ伴奏で、歌の指導もあり、清々し

い朝をより一層元気にしてくれました。
朝日を浴びながらの体操は、１日の始まりをエネルギッシ

ュにし、頭もすっきりしてくれます。気軽にできるラジオ体
操で、夏バテを吹き飛ばしましょう。

▲広々とした芝生のジュータンも気持ちいい！

▲色とりどりの短冊が豊前街道を華やかに彩ってくれました

…やまが七夕聖天祭
しょうでんさん

８月７日　豊前街道一帯　

旧暦の七夕、豊前街道一帯では｢やまが七夕聖天祭｣が開催
されました。
湯の端公園から八千代座までの豊前街道沿いには、120本の

ササに観光客や地元から約１万枚の願いが書かれた短冊が飾
られ、訪れた人の目を楽しませてくれました。
「聖天（しょうでん）さん」は、金剛乗寺に鎮座する縁結

びや夫婦円満などをつかさどる霊験あらたかな神様で、『パパ
とたくさん遊べますように』といったかわいらしいお願いも
きっとかなえてくれるでしょう。
この日、金剛乗寺ではコンサートも開かれ、夏の夜空に美

しい歌声が響き渡っていました。

永きにわたり教職に従事し、教育一筋に
その職責を完遂し、退職後は社会教育指導
員として地域の社会教育や同和教育行政に
力を注いだ功績が認められ受章されました。

庄（鹿本）

▲４月から訓練を重ねた第５分団第１部の操法

２年に１度開催される消防操法大会に、今年は市内の20分
団から21チームが参加し、日頃の訓練の成果を競いました。
昨年新しくできた会場の広域消防本部の屋外訓練場

は、夏の強い陽ざしと団員の気合いの入った号令や動
作にヒートアップ。
どのチームもこの日のために長い間訓練を重ねてき

ました。一度きりの本番に集中し、持てる力をすべて
出し切った団員たちに、会場からは大きな拍手がわき
起こりました。結果は次のとおりです。
優勝　第５分団　第１部A（三玉校区 蒲生・山鹿福原）
２位　第５分団　第１部B（ 〃 ）
３位　第２分団　第７部 (八幡校区　村熊入）
優勝した第５分団第１部Aは山鹿市代表として、阿蘇

市で開催された県大会に出場しました。

県内の年中児から小学校３年生の５部門と、ガールズ、マ
マさんの部の計310チーム、約3,500人の選手がサッカーを楽
しみました。（熊本県サッカー協会主催）
カルチャースポーツセンターの陸上競技場は、昨年から芝

の張り替え工事を進めていましたが、このほど完成し、今回
がこけら落としの大会となりました。選手らは最高のピッチ
の上を、ボールを追っておもいっきり駆けめぐっていました。
この大会を経験した子の中から、将来の日本代表が誕生す

るかもしれません。
山鹿市関係の入賞チームは次のとおりです。
３年生の部 優　勝　山鹿ＦＣＪチェルシー
２年生の部 優　勝　菊鹿クラブ２年
１年生の部 優　勝　山鹿ＦＣＪアーセナル

準優勝　山鹿ＦＣＪチェルシー

…山鹿市消防操法大会　
7月27日　山鹿植木広域消防本部　

…JFAキッズサッカーフェスティバル2008in山鹿
８月２・３日　カルチャースポーツセンター

▲美しい芝生のピッチをドリブルで攻め込む山鹿ＦＣの選手

鹿央地区で平成３年より始まり今回で18回目を迎えた「あ
すかの翼」。今年度から対象を山鹿市全域に広めて募集した
ところ、市内10校の小学６年生19人（男子13人、女子６人）
が参加しました。
シンガポール滞在中はホームステイをしながら、現地の小

学校で授業に参加するなどして交流を深めました。参加した
子どもらは多国籍な文化に触れ、多くのことを学びました。
参加した野路皓貴くん（千田小６年）は「今回参加して、

シンガポ―ルが大好きになり、それ以上に日本のこともます
ます好きになりました。そして、異なる文化や、身なりでも、
相手に対しての思いやりや、分かろうとする気持ちがあれば、
すぐに友達になれると思いました。今度、シンガポールの友
達が日本にきた時は、会いに行きたいと思います」と話して
いました。

…あすかの翼　７月30日～８月５日　シンガポール

▲ノースランド小学校での交流写真　

…山鹿市建設業協会が清掃作業　８月８日　菊池川右岸

山鹿灯籠まつりを前に、山鹿市建設業協会（戸上一誠会長）
が菊池川右岸の山鹿大橋から岩野川合流点までの除草作業を
行いました。
この日は早朝から蒸し暑い天候の中、23社25人が草刈り機

などを持ち寄り、汗だくになりながら生い茂った草を手際よ
く刈り取りま
した。参加者
は「山鹿に来
られる方に気
持ちよく灯籠
まつりを見て
もらいたいか
らね」と話し
ました。

▲手際よく草が刈り取られていきます



【
相
談
内
容
】

中
一
の
子
ど
も
の
た
め
に
家
庭
教
師
を
契
約
し
ま
し

た
。
こ
の
時
、「
学
習
指
導
に
必
要
」
と
言
わ
れ
、
仕

方
な
く
中
学
３
年
分
の
学
習
教
材
も
併
せ
て
契
約
し
ま

し
た
。
２
か
月
後
に
解
約
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
家
庭

教
師
は
中
途
解
約
で
き
て
も
、
学
習
教
材
は
推
奨
品
な

の
で
解
約
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て
困
っ
て
い
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

教
材
の
販
売
が
目
的
の
業
者
は
、
家
庭
教
師
を
紹
介

す
る
と
言
っ
て
訪
問
し
、
言
葉
巧
み
に
学
習
教
材
の
必

要
性
を
説
い
て
契
約
を
迫
る
よ
う
で
す
。
教
材
は
、
セ

ッ
ト
販
売
な
ど
で
、
100
万
円
を
超
え
る
場
合
も
多
い

よ
う
で
す
。

契
約
期
間
が
２
か
月
を
超
え
、
金
額
が
５
万
円
を
超

え
る
家
庭
教
師
の
契
約
は
、
特
定
商
取
引
法
の
「
特
定

継
続
的
役
務
提
供
」
に
該
当
す
る
た
め
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
や
中
途
解
約
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
学
習
教

材
に
つ
い
て
も
関
連
商
品
と
し
て
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
や
中
途
解
約
が
可
能
で
す
。

し
か
し
、
業
者
側
は
家
庭
教
師
と
学
習
教
材
は
別
契

約
で
、
教
材
の
解
約
に
は
応
じ
な
い
、
あ
る
い
は
高
額

な
解
約
料
を
請
求
す
る
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

q
長
期
間
に
わ
た
る
高
額
で
大
量
な
教
材
は
契
約
し
な
い

w
営
業
員
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
惑
わ
さ
れ
ず
契
約
の

内
容
を
書
面
で
よ
く
確
認
す
る

と
い
っ
た
注
意
が
必
要
で
す
。

…
商
工
課
　
　
　
　
　

1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

…
山
鹿
消
防
署(

総
務
課
・
予
防
課)

1
43
‐
１
１
９
４

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署
　
1
32
‐
２
５
７
４

山
鹿
消
防
署
東
分
署
　
　
1
46
‐
２
３
８
２

問
合
せ

鹿
本
町
来
民
の
西
端
、
鹿
本
商
工
高
校
の

西
南
側
に
少
し
離
れ
て
来
民
駅
が
あ
っ
た
。

長
さ
約
240
ｍ
、
幅
39
ｍ
ほ
ど
の
敷
地
に
、

駅
舎
側
の
長
さ
75
ｍ
の
上
り
線
ホ
ー
ム
と
、

独
立
し
た
下
り
線
の
32
ｍ
の
ホ
ー
ム
、
ほ
か

に
屋
根
付
き
の
貨
物
用
ホ
ー
ム
が
設
け
ら
れ

て
い
た
。

昭
和
40
年
に
鉄
道
が
廃
止
さ
れ
、
駅
敷
地

跡
の
東
半
分
に
は
鹿
本
町
営
（
当
時
）
の
録

田
住
宅
が
昭
和
40
〜
41
（
１
９
６
０
〜
６
１
）

年
に
建
設
さ
れ
た
。
西
半
分
に
は
旧
駅
舎
が

残
っ
て
い
た
が
、
老
朽
化
し
た
た
め
解
体
撤

去
さ
れ
、
こ
の
跡
地
に
平
成
17
（
２
０
０
５
）

年
民
営
の
ア
パ
ー
ト
が
建
設
さ
れ
た
。

大
正
６
（
１
９
１
７
）
年
に
鹿
本
鉄
道
は
、

国
鉄
植
木
駅
〜
肥
後
豊
田
駅
間
に
最
初
の
区

間
を
開
業
さ
せ
た
。
大
正
９
（
１
９
２
０
）

年
に
は
菊
池
川
鉄
橋
が
完
成
し
て
、
大
正
10

（
１
９
２
１
）
年
12
月
１
日
に
は
来
民
ま
で

鉄
道
が
や
っ
て
来
た
。
町
を
上
げ
て
の
開
通

祝
賀
行
事
が
催
さ
れ
、
各
町
内
競
っ
て
の
仮

装
行
列
な
ど
の
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
大
に
ぎ
わ

い
を
呈
し
た
。
時
の
来
民
町
長
の
願
い
に
よ

り
開
通
式
の
経
費
は
来
民
町
が
負
担
し
た
と

い
う
。

駅
前
広
場
か
ら
駅
前
道
路
が
来
民
筋
に
通

じ
て
い
た
。
乗
客
と
と
も
に
運
送
業
者
の
馬

車
や
荷
車
、
自
動
車
が
出
入
り
し
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
て
い
た
。
駅
前
一
帯
を
来
民
で
は

「
駅
通
り
」
の
町
名
で
呼
ん
だ
。
来
民
駅
は

山
鹿
駅
に
次
ぐ
鹿
鉄
の
大
駅
だ
っ
た
。
こ
こ

が
か
つ
て
の
来
民
駅
の
跡
地
で
あ
っ
た
こ
と

を
知
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
大

正
12
（
１
９
２
３
）
年
12
月
に
は
山
鹿
ま
で

全
通
し
た
。

「
来
民
駅
」
は
残
ら
な
か
っ
た
が
、
山
鹿

温
泉
鉄
道
の
線
路
の
跡
地
は
、
そ
っ
く
り

「
ゆ
う
か
（
熊
鹿
）
フ
ァ
ミ
リ
ー
自
転
車
道

路
」
と
し
て
残
さ
れ
、
郷
土
の
近
代
化
遺
跡

の
永
久
保
存
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
願

わ
く
は
、「
山
鹿
駅
」
の
駅
舎
の
方
は
復
元

改
修
し
て
、
な
ん
と
か
保
存
し
て
ほ
し
い
も

の
で
あ
る
。

紹
介
者：

山
鹿
市
文
化
財
保
護
委
員

西
村
　
亮
一
さ
ん

（
鹿
本
町
来
民
）

▲鉄道廃止後　線路が撤去された来民駅
改札口・駅事務室前の乗り場ホーム

【昭和53年　紹介者撮影】

▲来民駅上空から旧鹿本高校（現商工高校）方面を俯瞰
ふかん

した空中写真
来民バイパスはまだ出来ていない　　　　　 【昭和39年　旧鹿本高校用写真】

▲招魂祭に奉納の子ども会ダシみこし
来民駅前の通り　正面の建物が来民駅

【昭和47年　紹介者撮影】

イラクから帰還した息子・マイクの不可解な失踪。
我が子を思う一心から謎を追ったハンクは、目を覆
いたくなるような真実に次々と直面する。

アラン・ワイズマン／著　早川書房

いま人類が忽然
こつぜん

と姿を消したら、世界各地ではい
ったい何がおこるのか。最新の科学的知見にもとづ
き描き上げる驚愕の未来予測。

社会人として知って欲しい政治の基本中の基本。
世界で一番やさしい「政治」の本。

池上　彰／著　海竜社

・おはなし会
日時u９月24日D 午後２時30分から

・おはなし会
日時u９月６日G・13日G・20日G

27日G 午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u９月９日C

午前11時から
・天使と楽しむおはなし会（妊婦対象）
日時u９月２日C

午前10時30分から
・第３回ママのじかん
（リネンを楽しむおはなし会）
日時u９月２日C 午前11時から

山鹿市中央公民館図書室
u９月15日B・23日-・29日B
山鹿市鹿本図書館
u９月１日B・８日B・15日-

16日C・22日B・23日-
29日B・30日C

鹿北公民館図書室
u毎週月・土・日曜と祝祭日の
午後５時以降
(月曜日が祝日の場合終日休館）
(火～金は午後８時まで開館）

菊鹿公民館図書室
u年末・年始
鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日

古閑万希子／著　講談社

《今月は鹿央公民館図書室から》

勇
気
を
も
っ
て

A
E
D
を
！

『
Ａ
Ｅ
Ｄ
』（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）。
皆
さ
ん
こ

の
言
葉
を
聞
か
れ
た
り
、
実
際
に
見
た
り
触
っ
た
り
し

た
方
も
多
く
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
は
、
も
し
目
の
前
で
急
に
人
が
倒
れ
た
ら
、
あ
な
た

は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
実
際
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

＊
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法

q
ま
ず
電
源
を
入
れ
ま
す
。（
そ
の
後
は
音
声
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
点
滅
ラ
ン
プ
に
よ
り
案
内
し
て
く
れ
ま
す
）

w
パ
ッ
ド
を
体
に
貼
り
ま
す
。（
貼
る
位
置
は
パ
ッ
ド
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）

e
パ
ッ
ド
の
線
を
除
細
動
器
の
ソ
ケ
ッ
ト
に
挿
入
し
ま

す
。（
最
初
か
ら
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
も
の
は
不
要
）

r
除
細
動
器
が
自
動
的
に
解
析
を
行
い
ま
す
。

t
必
要
で
あ
れ
ば
通
電
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
す
。（
通
電
ボ

タ
ン
は
点
滅
し
て
い
ま
す
）

そ
の
後
、
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
従
い
心
肺
蘇
生
法
を
お

こ
な
っ
て
下
さ
い
。

＊
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所

が
増
え
ま
し
た
！

（
詳
し
く
は
山
鹿
植
木

広
域
消
防
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ

り
ま
す
）
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昨
年
９
月
に
保
護
者
会
が
発
足
し
、
会
費
を
徴
収
す

る
こ
と
に
な
り
、
役
員
会
の
中
で
、「
ク
ラ
ス
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ん
か
も
で
き
る
の
で
は
？
」「
ク
ラ
ス

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
っ
て
言
っ
て
も
何
し
て
い
い
か
分

か
ら
ん
？
」
そ
ん
な
中
で
ク
ラ
ス
代
表
の
保
護
者
を
中

心
に
、
年
少
組
は
早
速
近
く
で
、
親
子
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー

ム
を
や
っ
た
り
、
ク
ッ
キ
ン
グ
を
し
た
り
。
一
歳
児
の

ク
ラ
ス
で
は
、
幸
い
に
大
き
な
酪
農
場
を
も
っ
て
お
ら

れ
る
方
が
い
ら
し
て
、
み
ん
な
で
200
頭
も
の
牛
と
の
出

会
い
を
楽
し
ん
だ
り
。

年
長
児
の
保
護
者
の
中
か
ら
、「
も
ち
米
を
作
っ
て

み
た
い
」
と
・
・
（
ち
ょ
っ
と
、
思
い
つ
き
は
良
か
っ

た
け
ど
、
や
お
い
か
ん
こ
と
が
・
・
）「
で
も
大
変
な

こ
と
は
し
た
だ
け
楽
し
さ
は
残
る
」
一
年
か
か
る
大
仕

事
も
最
後
だ
か
ら
、
子
ど
も
の
た
め
に
楽
し
も
う
と
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
保
護
者
の
方
も
。

二
歳
児
の
ク
ラ
ス
も
年
中
組
の
保
護
者
の
方
も
、
計

画
中
で
す
。

鹿
央
の
三
地
区
が
集
ま
っ
て
で
き
た
、
大
き
な
か
お

う
保
育
園
で
、
０
歳

か
ら
就
学
前
の
子
ど

も
を
真
ん
中
に
、
保

護
者
が
つ
な
が
り
、

子
育
て
の
悩
み
や
楽

し
さ
を
共
有
で
き
た

ら
い
い
な
。

そ
ん
な
希
望
を
も

ち
な
が
ら
応
援
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

八
玉
保
育
園
　
1
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子
ど
も
た
ち
が

春
に
田
植
え
し
た

稲
が
、
青
々
と
伸

び
田
ん
ぼ
で
風
に

揺
れ
て
い
ま
す
。

大
事
な
お
米
を
鳥

た
ち
か
ら
守
る
た

め
、
年
長
さ
ん
で

「
か
か
し
作
り
」
を

す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

「
か
か
し
は
ど
う
し
て
田
ん
ぼ
に
立
っ
て
い
る

の
？
」
と
問
い
か
け
る
と
、「
カ
ラ
ス
が
草
（
稲
）
ば

食
べ
る
け
ー
ん
！
」
と
い
う
答
え
。「
じ
ゃ
あ
、
ど
ん

な
か
か
し
だ
っ
た
ら
大
丈
夫
と
思
う
？
」
と
聞
く
と

「
こ
わ
ー
い
顔
の
！
」「
人
間
そ
っ
く
り
な
や
つ
」「
サ

ン
グ
ラ
ス
を
か
け
た
か
か
し
！
」
な
ど
な
ど
…
　
た
く

さ
ん
の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。「
じ
ゃ
あ
、
今
み
ん

な
が
言
っ
た
か
か
し
を
か
い
て
ご
ら
〜
ん
」
と
言
う
と
、

そ
れ
ぞ
れ
紙
に
向
か
っ
て
集
中
し
て
か
き
始
め
ま
し

た
。
で
き
あ
が
っ
た
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
作
品
の
中

か
ら
一
つ
み
ん
な
で
選
ん
で
、
こ
れ
か
ら
本
物
の
か
か

し
作
り
に
取
り
か
か
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

秋
に
た
く
さ
ん
の
お
米
が
収
穫
で
き
る
よ
う
に
、
か

か
し
さ
ん
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

夏の紫外線や冷房で乾いた肌は、睡眠不足、夏バテなどで
血液の流れが悪くなり、くすみやクマが気になり肌の衰えを
感じる頃です。紫外線で火照った肌は、軽いやけどの状態！
冷たいタオルでその炎症を鎮めてあげることが、しみやくす
みを出にくくするのに効果があります。ローションパックも
おすすめします。いつもと違うママの顔に子どもは、どんな
反応を示すのか楽しんではいかがでしょう。
【
q目を閉じてゆっくり、やさしく肌に触れること
w気持ちがいいと自分に言い聞かせること
e血液の流れを良くするためにお風呂にはつかること
r９月の紫外線もまだまだ強い。日焼け止めは欠かせません
・忙しいからこそ自分のための朝、晩の５分
間のリセットの時間を作りましょう。
・子どもとた～くさん笑うことは、きれいに
なるホルモンの分泌を促します。

（情報提供　美容部員　坂梨さん）

【質問】
夫の帰りが毎日遅く、一人で子育てをしています。ど

うして私だけが一人で何もかもしなくてはいけないの…
という気持ちになります。全て投げ出したくなることも
あります。
【答え】
何かに悩んだ時は、「今、私にどういう感情が起きてい

るのか」を考えてみましょう。そうすると、次に何をし
たら良いかが分かりやすくなります。
質問から読み取れる感情を整理してみると、夫の身勝

手さに対する怒り、「子育ては女の仕事」と思われている
ことの不公平感、子育てから開放されたいという願望、
そう考えていることの後ろめたさでしょうか。
次に、夫の状況を考えてみましょう。子育てに関わり

たいと思っていても、仕事が忙しすぎて時間的にも精神
的にも余裕がない場合。以前から子どもに接するのが苦
手な夫の場合。父親の役割に負担を感じて逃げている場
合。夫婦関係がうまくいかなくて、家族からも離れよう

としている場合など、ケースによっ
て対応の仕方も違います。しかし、
いずれもコミュニケーションの取り方を工夫すること
で、その後の経過はずいぶん変わってきます。
夫に子育てを手伝ってもらいたければ、その気持ちを

素直に率直に夫に伝えることが大切です。その時、必ず
「わたしことば」を使います。例えば、「私は、余裕を無
くしています。（私は）あなたに子育てを手伝って欲し
いと思っています」と言います。「あなたはどうして手
伝わないの！」と言ってしまうとけんかになって解決の
糸口を失ってしまいます。
夫の立場も思いやりながら批判せず、自分がどういう

思いをして、夫にどうして欲しいと思っているのかを考
え、夫が受け取ってくれそうな言葉で表現してみてくだ
さい。

今月から５回シリーズで、山鹿回生
病院の臨床心理士篠原昌子先生に子育
ての悩みに答えていただきます。

山鹿子育て支援センター　143‐1270 鹿北子育て支援センター　132‐3194 菊鹿子育て支援センター　148‐4660

鹿本子育て支援センター　146‐2635 鹿央子育て支援センター　136‐2150 つどいの広場(ぽかぽか・おさか童夢) 143‐1155

Y

『“意外”こんなことで笑うのね！』
ほんの少しのふれ合いで子どもからかわいい

笑顔のプレゼント。
うふふっQQQ

きっとママの顔もステキな笑顔Z

日時u９月15日- 10：30～正午 【受付10：00】
場所u山鹿保育園内　遊びのへや　　　　
人数u30組
対象年齢u生後２か月～６か月
持ってくるものuバスタオル
申込締切u９月８日B

申込・問合せ

▲久しぶりに親も子どもにかえって

▲こんなかかしにしよ～と！
▲ぼくのこと、鳥さん
こわがるかな？

内
田
保
育
園
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「
サ
ク
！
サ
ク
！
」

と
畑
を
耕
す
音
に

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
パ

ワ
ー
は
す
ご
い
な
！
」

と
、
い
つ
も
と
違
っ

た
様
子
に
、
子
ど
も

た
ち
も
び
っ
く
り
で

す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん

も
「
大
き
な
じ
ゃ
が

芋
が
で
き
る
け
ん
ね
」

と
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
、
ス
コ
ッ
プ
を
に
ぎ
る
手
に

も
力
が
入
り
ま
す
。
家
庭
か
ら
も
「
こ
れ
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
作
っ
た
じ
ゃ
が
芋
だ
よ
」
と
早
速
大
き
さ
、
数

比
べ
が
始
ま
り
ま
す
。「
T
君
の
じ
ゃ
が
芋
は
お
い
し

い
ね
！
」
と
喜
ん
で
食
べ
た
り
、
苦
手
だ
っ
た
ト
マ
ト

も
「
冷
た
く
て
甘
い
ね
！
」
と
ま
る
か
じ
り
す
る
子
も

い
て
、
み
ん
な
夏
野
菜
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
最

近
で
は
、
朝
早
く
起
き
て
「
畑
に
入
っ
て
き
た
よ
」
と

テ
ラ
ス
の
前
に
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
が
並
ぶ
よ
う
に
な

り
、
登
園
時
が
と
っ
て
も
賑
や
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
行
事
に
も
、
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
菊
鹿
夏
祭
り
で

は
「
相
良
の
子
守
り

唄
」「
ど
じ
ょ
う
す
く

い
」
を
披
露
し
、
地

域
の
方
と
一
緒
に
ふ

る
さ
と
の
す
ば
ら
し

さ
、
大
切
に
思
う
心

を
育
て
て
い
ま
す
。

それっ！
いちに、いちに

▲みんなで育てた野菜はおいしいね

▲ぼくたちの笑顔で元気をだしてね

!! !!



小学校・中学校の話題をお届け！

八幡小学校

＆ -  w -
熊本市京町１丁目13番11号
熊本地方裁判所刑事部　1０９６‐３２５‐２１２１
山鹿市選挙管理委員会 1４３‐１５９４

実際の事件ごとに候補者名簿からくじで選ばれ
ます。
名簿は１年ごとに新たに作成されますので、１

年が経過すれば、裁判員候補者ではなくなります。
ただし、翌年以降の候補者は、新たに選挙人名

簿からくじで選ばれますので、再び記載される可
能性もあります。
過去５年以内に裁判員になった方などは辞退で

きます。

児童数250人（男子138人、女子112人）、27人の職員で平
成20年度をスタートしました。
本校の朝は、子どもたちの気持ちのよい「おはようござ

います」のあいさつと、高学年を中心としたボランティア
活動から始まります。運動場の砂ならしや体育館の清掃、
花の水やりや石拾いなど、黙々と頑張ってくれています。
本年度は、下記の四つを大切にし、一人ひとりの子ども

たちのニーズに応えながら学力の向上、豊かな心の育成、
健やかな体づくりに向け頑張っていきます。

「時間」・・・子どもと語る機会を大切に

「空間」・・・豊かな直接体験を大切に

「仲間」・・・多様な人間関係を大切に

「手間」・・・継続して我慢する場面を大切に

笑顔がいっぱいの子どもたちと、元気いっぱいの職員で
今年も頑張ります。

▲川辺から、から芋運び

▲約30年ぶりに復活した校歌ダンス

八幡校区ふれあい夏祭り
夏休みが始まった最初の土曜日に、八幡小学校の運動場

を使いPTA・学校・校区共催で「校区ふれあい夏祭り」を開
催しました。
山鹿市童話発表会本校代表の子どもたちの発表から始ま

り、本校器楽部の演奏や、子どもたちや地域の方々の出し
物など盛りだくさんのステージ発表。各地区役員さん手作
りによる各種出店など、学校・保護者と地域が一体となっ
て、子どもたちの健全育成に少しでも貢献できればという
思いで開催しています。
来年も開催する予定ですので、八幡小学校校区以外の

方々もぜひご参加ください。

投
稿

福
山
　
昭
次
郎
さ
ん

(

山
鹿
市
山
鹿)

泳
い
で
い
る
最
中
に
東
の
空
か
ら
グ

ラ
マ
ン
戦
闘
機
が
突
然
現
れ
た
。
低
空

か
ら
急
降
下
し
操
縦
士
の
眼
鏡
が
見
え

る
よ
う
に
近
く
な
っ
た
。
そ
の
瞬
間
機

関
銃
が
ダ
ダ
ッ
と
う
な
り
、
赤
い
銃
線

が
ス
ー
ッ
と
延
び
た
と
同
時
に
大
音
響

と
着
弾
で
地
面
が
揺
れ
た
。
私
は
そ
の

音
に
反
動
し
た
よ
う
に
く
ぼ
地
に
飛
び

込
ん
だ
。
無
我
夢
中
な
行
動
だ
っ
た
。

裸
の
体
に
振
動
が
伝
わ
っ
て
き
た
時
、

身
の
凍
る
よ
う
な
一
瞬
の
恐
怖
を
感
じ

た
。
グ
ラ
マ
ン
機
は
２
回
旋
回
し
て
西

の
空
に
飛
び
去
っ
た
。
ほ
っ
と
し
て
い

た
時
、
空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り

響
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
日
荒
瀬
の
開
墾
地
に
は
、
勤
労

奉
仕
に
小
学
生
が
来
て
い
た
。
昼
食
の

た
め
各
家
庭
に
帰
ろ
う
と
し
て
い
た

時
、
グ
ラ
マ
ン
機
が
突
然
現
れ
急
降
下

し
爆
撃
し
た
。
そ
の
大
音
響
に
引
率
の

女
先
生
が
「
伏
せ
、
伏
せ
」
と
大
声
で

叫
ば
れ
、
畑
の
溝
や
あ
ぜ
、
ト
ロ
ッ
コ

の
修
繕
小
屋
に
逃
げ
込
ん
だ
と
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
泣
き
叫

ぶ
声
を
聞
い
た
が
、
そ
の
上
空
を
グ
ラ

マ
ン
機
は
悠
々
と
旋
回
し
飛
び
去
っ
て

い
っ
た
。

後
で
分
か
っ
た
事
だ
が
、
大
宮
神
社

の
東
側
石
垣
に
大
き
な
穴
が
あ
き
、
武

徳
殿
に
爆
弾
の
後
が
あ
っ
た
。
こ
の
武

徳
殿
に
は
、
小
学
校
に
寄
付
し
た
グ
ラ

今
日
の
平
和
と
繁
栄
は
、
た
く
さ
ん

の
尊
い
犠
牲
者
の
上
に
築
か
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
、
絶
対
忘
れ
て
は
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
戦
争
体
験
者
が

年
々
高
齢
化
す
る
な
か
で
、
戦
争
の
悲

惨
な
記
憶
を
決
し
て
風
化
さ
せ
る
こ
と

な
く
、
世
代
を
超
え
て
平
和
の
尊
さ
を

語
り
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
貴
重
な
体
験
談
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

イ
ダ
ー
が
置
い
て
あ
り
、
そ
れ
が
ね
ら

わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の

こ
ろ
は
、
爆
音
を
聞
く
た
び
庭
の
湿
気

の
多
い
防
空
後
に
飛
び
込
み
、
暗
闇
の

中
で
警
報
解
除
を
待
つ
日
々
が
続
い

た
。あ

る
夜
、
米
野
岳
に
照
明
弾
が
落
ち

真
っ
暗
闇
が
昼
間
の
よ
う
な
明
る
さ
に

な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
、
我
が
家
の
柿
木

の
下
に
避
難
し
て
い
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
、
一
瞬
の
せ
ん
光
の
明
る
さ
に
腰
を

抜
か
し
た
。
腰
を
抜
か
し
た
人
の
処
置

は
難
題
で
あ
り
、
や
っ
か
い
だ
。
両
手

と
両
足
を
抱
え
や
っ
と
防
空
壕
に
運
び

込
ん
だ
。
そ
の
頃
、
照
明
弾
は
ユ
ラ
ユ

ラ
と
流
れ
消
え
て
い
っ
た
。

７
月
24
日
、
大
道
村
方
保
田
神
社
の

裏
手
で
鹿
本
鉄
道
の
列
車
が
銃
撃
を
受

け
、
死
者
２
人
、
軽
傷
１
人
の
犠
牲
者

が
出
て
い
る
。
列
車
を
飛
び
降
り
林
の

中
へ
逃
げ
込
む
の
に
必
死
だ
っ
た
と
の

こ
と
。

７
月
１
日
深
夜
、
熊
本
市
も
米
軍
第

21
爆
撃
隊
154
機
が
飛
来
し
、
焼
夷
弾
を

投
下
す
る
空
襲
を
受
け
、
死
者
468
人
、

罹
災
者
４
万
８
千
人
と
い
う
大
被
害
を

被
り
街
は
焼
け
野
原
と
な
っ
た
。

８
月
に
入
る
と
、
６
日
に
広
島
、
９

日
に
は
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
落
と
さ

れ
、
15
日
に
は
戦
争
終
結
の
放
送
が
あ

り
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
っ
た
。

日
本
の
都
市
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受

け
焦
土
と
化
し
た
が
、
山
鹿
町
は
幸
か

不
幸
か
難
を
逃
れ
た
。
宥
名
公
園
の
防

空
監
視
所
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

８
月
15
日
正
午
、
天
皇
陛
下
の
玉
音

放
送
が
あ
っ
た
。「
朕
深
く
世
界
の
大

勢
と
帝
国
の
現
状
と
に
か
ん
が
み
…
」

と
。そ

の
日
私
は
、
大
宮
神
社
裏
の
防
空

壕
構
築
用
の
木
材
を
運
ぶ
た
め
平
小
城

に
来
て
い
た
が
、
農
家
外
庭
に
備
え
付

け
ら
れ
た
ラ
ジ
オ
の
前
に
、
近
所
の
人

た
ち
と
共
に
整
列
し
放
送
を
聞
い
た
。

音
声
は
雑
音
で
聞
き
取
れ
ず
何
の
こ
と

か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
時
、
比
叡

部
隊
の
将
校
が
日
本
刀
を
頭
に
掲
げ

「
戦
争
に
敗
れ
た
、
徹
底
抗
戦
を
す
る
」

と
大
声
で
叫
び
な
が
ら
馬
で
走
り
去
る

の
を
見
て
、
戦
争
終
結
の
詔
書
放
送
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
戦
争
に
敗
れ

る
な
ど
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で

「
今
後
ど
う
な
る
こ
と
か
」
と
す
ご
い

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

20
年
10
月
に
入
る
と
、
各
地
の
焼
け

跡
に
米
進
駐
軍
が
ジ
ー
プ
で
這
入
っ
て

来
た
。
10
月
末
、
米
進
駐
軍
第
１
隊
が

熊
本
入
り
し
た
。
山
鹿
小
学
校
に
は
、

本
土
決
戦
に
備
え
ら
れ
た
新
品
の
軽
銃

砲
、
機
関
銃
、
刀
剣
の
装
備
品
が
講
堂

に
集
め
ら
れ
保
管
さ
れ
て
い
た
。
進
駐

し
て
き
た
軍
は
、
運
動
場
に
掘
ら
れ
て

い
た
穴
に
武
器
を
投
げ
入
れ
、
ガ
ソ
リ

ン
を
か
け
焼
い
て
し
ま
っ
た
。
黒
い
煙

が
む
な
し
く
見
え
た
。
当
時
、
日
本
は

爆
発
的
な
イ
ン
フ
レ
と
食
糧
難
で
、
米

を
食
べ
る
こ
と
も
出
来
な
い
状
況
で
あ

っ
た
。
昭
和
26
年
９
月
８
日
に
対
日
講

話
条
約
の
調
印
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
国

民
の
努
力
で
経
済
が
急
成
長
し
、
世
界

第
２
位
の
経
済
大
国
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
過
ぎ
去
っ
た
歳
月
の
速
い
流
れ
を

感
じ
な
が
ら
、
山
鹿
の
平
和
と
発
展
を

祈
る
日
々
で
あ
る
。

問合せ

１．裁判員候補者名簿を作成します。
（毎年抽選で選任）

２．事件ごとにくじで裁判員候補者が選ばれます。
(裁判の６～８週間前)

３．裁判所で候補者から裁判員を選ぶ手続きを行
います。（裁判当日の午前中）

４．裁判員の６人を決定します。
(必要に応じ補充裁判員も
選任）

５．裁判員裁判が始まります。
(通常、裁判当日午後）

このような
流れです。



〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

【
調
査
期
日
10
月
１
日
】

調
査
対
象u

山
鹿
市
内
133
調
査
単
位
区
内
の
抽
出

さ
れ
た
一
部
の
世
帯
が
対
象
で
す
。

調
査
内
容u

居
住
室
の
数
お
よ
び
広
さ
、
床
・
建

築
・
敷
地
面
積
、
建
物
の
構
造
、
世
帯

の
年
間
収
入
な
ど

調
査
目
的u

今
回
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
住
宅
・

土
地
の
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
最
も
基

本
的
な
統
計
調
査
で
、
住
生
活
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
た
め
の
基
礎
資

料
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

※
調
査
の
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
９
月

か
ら
10
月
に
か
け
調
査
員
が
伺
い
、

世
帯
ご
と
に
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

※
「
統
計
法
」
に
よ
り
、
調
査
票
の
記

入
内
容
が
他
に
漏
れ
た
り
、
調
査
結

果
が
統
計
以
外
の
目
的
で
使
用
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

…
企
画
課
　
1
43
‐
１
１
１
４

山
鹿
市
役
所
市
民
課
お
よ
び
各
総
合

支
所
窓
口
で
は
、
各
種
届
出
や
証
明
書

等
の
交
付
請
求
時
に
、
虚
偽
申
請
の
防

止
と
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
に

「
本
人
確
認
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

確
認
方
法
と
し
て
、
国
ま
た
は
地
方

公
共
団
体
が
発
行
し
た
写
真
付
き
の
身

分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
、
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

な
ど
）
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
介
護

保
険
証
お
よ
び
法
人
が
発
行
し
た
身
分

証
明
書
な
ど
を
２
点
提
示
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
「
本
人
確
認
」

は
法
律
の
改
正
に

よ
る
も
の
で
、
山

鹿
市
に
限
ら
ず
全

国
の
窓
口
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

…
市
民
課
　

1
43
‐
１
１
６
９

生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
役
に
立

ち
た
い
、
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
を
、

自
治
体
へ
の
寄
付
金
と
い
う
形
で
実
現

で
き
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

出
身
や
居
住
に
関
係
な
く
「
山
鹿
市

を
応
援
し
た
い
」
と
い
う
方
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
寄
付
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

市
は
寄
付
者
の
希
望
に
添
っ
た
ま
ち
づ
く

り
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
付
を
さ
れ
た
方
は
、
申
告
手
続
き

に
よ
り
所
得
税
や
住
民
税
の
軽
減
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
山
鹿
市
か
ら
は
１

年
間
広
報
や
ま
が
を
進
呈
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

市
民
ホ
ー
ル
、
総
合
支
所
に
あ
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
直
接

電
話
等
で
問
い
合
わ
せ
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
資
料
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

山
鹿
市
内
外
を
問
わ
ず
、
温
か
い
ご

支
援
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

…
企
画
課
　

1
43
‐
１
１
１
４

問
合
せ

問
合
せ

問
合
せ

C
は
、
国
民
健
康
保
険
税

第
６
期
の
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※片道一人当たりの金額です。小学生、身障者は半額です。
【出発時間】
・市街地行き(下り) ・菊鹿地域行き(上り)

※乗車前日の午後３時から７時までの予約が必要です。ただし、
eからtの乗車については、当日の午前８～10時まで予約可能です。

あいのりタクシー予約専用電話 1４６‐６３４０
…企画課　　　　1４３‐１１１４

10月１日より新たな公共交通サービスとして、小型タクシーやジ
ャンボタクシーを利用した「山鹿市あいのりタクシー」を菊鹿およ
び鹿本の利用対象地域(下表参照)において運行します。
このあいのりタクシーはどなたでも利用でき、自宅から、通院、

通学、買い物などで山鹿・鹿本市街地内の目的地まで直接行くこと
ができるため、いままでバス停までの移動が困難であった方や、バ
スが走っていなかった地域の方など、お出かけが便利になります。
利用する場合は、予約が必要となります。相乗りによる運行を基

本としますが、もちろん一人でも運行
します。
利用対象地域には、運行・予約方法

など詳しい内容を記載したパンフレッ
トをお届けしますのでご覧ください。
なお、路線バス(番所、相良観音線)

は、９月末日で廃止となります。
【運行日】月～土曜日（年末年始を除く）
【利用対象地域および利用料金】

問合せ

平
成
21
年
３
月
31
日
で
「
特
別
慰

労
品
」
贈
呈
の
受
付
が
終
了
し
ま
す
。

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、

引
揚
者
の
「
ご
本
人
」
に
、『
特
別
慰

労
品
』
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。（
ご
遺

族
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）「
引

揚
者
」
は
、
終
戦
の
日
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
外
地
で
生
活
し
て
い
て

戦
後
引
き
揚
げ
て
き
た
家
族
全
員
が

対
象
で
す
。

請
求
書
等
は
、
福
祉
課
の
窓
口
に

あ
り
ま
す
。
未
請
求
の
方
は
、
早
急

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

…
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念

事
業
特
別
基
金(

無
料
電
話)

1
０
１
２
０
‐
234
‐
９
３
３
　

平
成
20
年
10
月
１
日
か
ら
、
飼
い

主
の
い
る
犬
と
ネ
コ
の
引
取
り
を
保

健
所
に
依
頼
す
る
場
合
に
は
、
手
数

料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

犬u

生
後
91
日
以
上
１
匹
２
、
０
０
０
円

生
後
91
日
未
満
１
匹
　
　
４
０
０
円

ネ
コu生

後
91
日
以
上
１
匹
１
、
０
０
０
円

生
後
91
日
未
満
１
匹
　
　
２
０
０
円

※
犬
や
ネ
コ
を
捨
て
る
こ
と
は
犯
罪

行
為
で
す
。
法
律
に
よ
り
処
罰(

50

万
円
以
下
の
罰
金)

さ
れ
ま
す
。

…
山
鹿
保
健
所1

44
‐
４
１
２
１
　

問
合
せ

問
合
せ

利用対象地域
（菊鹿・鹿本の一部）

１区,  ２区,  ３区,  ４区,  ７区,  ９区
５区,  ６区,  ８区,  下組,  上組,  五郎丸
居去,  術田,  永山,  酒造野,  阿佐古
日渡,  日渡団地,  下永野1,  下永野2
太田,  川原,  長谷川,  長谷,  みどり団地
米原の一部,  池田,  宮原
川西,  島田,  山の井,  竜口,  黒蛭
下石渕,  上石渕,  庄の一部,  上津袋

山　鹿
市街地
600円

500円

400円

300円

鹿　本
市街地
500円

400円

300円

200円

菊　鹿
地域内

200円

便
q

w

e

r

t

出発時刻(市街地区域)
８：30～９：00
10：30～11：00
12：30～13：00
15：30～16：00
17：30～18：00

便
q

w

e

r

t

出発時刻(利用対象地域)
７：30～８：10
９：30～10：10
12：30～13：10
14：30～15：10
16：30～17：10

[\

身分証明書
も必要ね！

熊
本
県
で
は
、
国
か
ら
の
委
託
を
受

け
て
、
７
月
25
日
か
ら
油
症
認
定
患
者

の
皆
さ
ま
を
対
象
と
し
た
、
健
康
実
態

調
査
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

油
症
認
定
患
者
の
方
で
、
調
査
に
関

す
る
通
知
が
届
い
て
な
い
場
合
は
、
県
健

康
危
機
管
理
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

…
県
健
康
危
機
管
理
課

1
096
‐
333
‐
２
２
４
７

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時u

９
月
11
日
E

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
商
工
課
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ



募
集
対
象u

次
の
事
項
を
満
た
す
方

・
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦

・
実
務
経
験(

３
年
以
上)

に
よ
り
受
験

を
目
指
す
方

期
間u

９
月
26
日
F
〜
12
月
12
日
F

（
全
６
回
）

会
場u

熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
熊
本
市
南
千
反
畑
町
）

定
員u

30
人
程
度(

多
数
の
場
合
抽
選
）

受
講
費
用u

無
料(

テ
キ
ス
ト
・
模
擬

試
験
代
は
自
己
負
担)

申
込
締
切u

９
月
12
日
F

※
申
込
み
は
子
育
て
支
援
課
へ

1
43
‐
１
５
１
４

…
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

1
096
‐
351
‐
８
７
７
７

県
子
ど
も
家
庭
福
祉
室

1
096
‐
333
‐
２
２
２
９

〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

募
集
定
員u

40
人

（
う
ち
推
薦
生
若
干
名
）

受
験
資
格u

中
学
校
卒
業
者
（
本
年
度

卒
業
見
込
者
を
含
む
）
以
上
の
学
歴

本
年
度
高
校
卒
業
見
込
者
に
限
り
推
薦

試
験
可

習
得
資
格u

・
准
看
護
師
資
格
試
験
受
験
資
格

・
看
護
学
校
（
高
看
）
受
験
資
格

受
験
料u

１
０
、
０
０
０
円

※
出
願
方
法
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

初
心
者
の
方
を
対
象
に
、
企
業
の
経

営
活
動
を
一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て

帳
簿
へ
記
入
し
、
こ
の
帳
簿
を
も
と
に

決
算
書
類
を
作
成
す
る
ま
で
の
一
連
の

手
続
き
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

期
間u

11
月
５
日
D
〜
28
日
F

月
・
水
・
金
　
計
10
日
間

時
間u

午
後
６
時
〜
８
時

場
所u

鹿
本
商
工
高
等
学
校

募
集
定
員u

20
人
程
度

受
講
料u

無
料(

た
だ
し
、
教
材
費
と

し
て
910
円
を
徴
収
し
ま
す)

申
込
方
法u

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
お
よ
び
、「
簿
記
入
門
講
座
申

込
み
」
と
記
載
し
、
左
記
へ
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
締
切u

10
月
10
日
F

※
受
講
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
郵
送
に

て
連
絡
し
ま
す
。…〒

861
‐
０
３
０
４

山
鹿
市
鹿
本
町
御
宇
田
312

熊
本
県
立
鹿
本
商
工
高
等
学
校

(

商
業
科
　
野
崎
）

1
46
‐
３
１
９
１

申
込
・
問
合
せ

職
種u

助
産
師
・
看
護
師

受
験
資
格u

有
資
格
者
お
よ
び
資
格
取

得
見
込
者

採
用
予
定
数u

30
人
程
度

試
験
日u

９
〜
12
月
の
第
３
火
曜

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

…
公
立
八
女
総
合
病
院

1
０
９
４
３
‐
23
‐
４
１
３
１

申
込
・
問
合
せ

種別

願書受付

試験日時

試験内容

推薦試験
10月14日C

～11月18日C

11月20日E

午後１時～
国語、数学、
面接

一般試験
11月４日C

～12月９日C

12月11日E

午前９時～
国語、数学、
社会、面接

…
鹿
本
郡
市
医
師
会

附
属
准
看
護
高
等
専
修
学
校

1
44
‐
６
０
９
８

申
込
・
問
合
せ

相
談
は
無
料
で
、
ど
こ
の
支
所
で
も

受
け
ら
れ
ま
す
。

※
e
法
律
・
警
察
相
談
は
要
予
約
で
す

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

９
月
５
日
F

w
子
ど
も
生
活
相
談u

９
月
12
日
F

e
法
律
相
談u

９
月
19
日
F
要
予
約
　

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

９
月
４
日
E

w
子
ど
も
生
活
相
談u

９
月
11
日
E

e
警
察
相
談u

９
月
18
日
E
要
予
約

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

９
月
３
日
D

w
子
ど
も
生
活
相
談u

９
月
10
日
D

e
心
の
悩
み
相
談u

９
月
17
日
D

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館1

48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

９
月
２
日
C

w
子
ど
も
生
活
相
談u

９
月
９
日
C

e
司
法
相
談u

９
月
16
日
C

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

９
月
１
日
B

w
子
ど
も
生
活
相
談u

９
月
８
日
B

e
消
費
生
活
相
談u

９
月
22
日
B

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

日
時u

火
・
水
・
木
・
金
曜
日

・
午
前
10
時
〜
　

・
午
後
２
時
〜

（
１
日
２
回
）

場
所u

ブ
レ
ス

(

菊
鹿
町
恵
温
泉
と
な
り)

※
１
教
室
６
人
ま
で(

エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。)

※
料
金
等
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

…
N
P
O
法
人
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
ブ
レ
ス

1
48
‐
２
４
３
４(

田
中)

日
時u

11
月
１
日
G

午
後
１
時
〜

場
所u

熊
本
県
立
劇
場(

熊
本
市
大
江)

定
員u

１
、
０
０
０
人

参
加
料u

無
料

申
込
締
切u

９
月
22
日
B

申
込
方
法u

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
等
を
明
記

の
う
え
、
は
が
き(

当
日
消
印
有
効)

F

A
Ｘ
な
ど
で
、
申
込
み
く
だ
さ
い
。

…
〒
862
‐
８
６
０
９

熊
本
市
水
前
寺
６
‐
18
‐
１

県
教
育
庁
教
育
政
策
課

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
係

1
096
‐
333
‐
２
６
７
３

5
096
‐
384
‐
１
５
０
９

申
込
・
問
合
せ

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時
・
場
所u

９
月
10
日
D
・
24
日
D

市
役
所
１
階
　
会
議
室

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

…
国
保
年
金
課1

43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
を
行

い
ま
す
。

・
青
色
申
告
記
帳
相
談

・
中
小
企
業
や
農
業
者
の
税
務
会
計

経
営
相
談

・
相
続
税
、
贈
与
税
、
消
費
税
な
ど

そ
の
他
、
税
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ど
ん

な
相
談
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
予
約
は
不
要

で
す
。
お
気
軽
に
、
ご
利
用
下
さ
い
。

日
時u

９
月
９
日
C

午
後
１
時
半
〜
４
時
半

場
所u
鹿
北
総
合
支
所
　
１
階
相
談
室

…
鹿
北
総
合
支
所
税
務
係

1
32
‐
３
１
１
１

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時u

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所u

本
庁
福
祉
課

内
容u

児
童
、
母
子
や
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て

の
相
談

…
福
祉
課
　
1
43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

運動の基本u

「高齢者の交通事故防止」
運動の重点u

・全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい
着用の徹底
・夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
・飲酒・暴走運転などの悪質・危険な運転行為の追放

AA CC
山鹿市管内では、

交通事故が多発していま
す。安全運転に心がけ、
事故のない明るいまちづ
くりに努めましょう！

いっしょに
頑張りましょう



工事名 工事場所 落札業者 落札額(円)

7/8
7/8
7/8
7/8
7/8
7/8
7/8
7/8
7/8
7/8
7/22
7/22
7/22
7/22
7/22
7/22

米野岳中学校屋上防水工事
山鹿中学校テニスコート改修工事
平成20年度南島汚水枝線管渠築造工事（１号）
平成20年度南島地区配水管布設替工事（１工区）
平成20年度陣内配水池紫外線殺菌装置設置工事
鍋田団地屋根改修（その１）工事
鍋田団地屋根改修（その２）工事
八千代座空調設備工事（建築工事）
八千代座空調設備工事（機械設備）
鹿北グラウンド整備工事（１工区）
平成20年度三玉・八幡地区幹線８号工事
平成20年度津袋地区汚水管渠築造工事（１号）
平成20年度津袋地区汚水管渠築造工事（２号）
平成20年度津袋地区汚水管渠築造工事（３号）
姫井団地トイレ水洗化工事（１工区）
姫井団地トイレ水洗化工事（２工区）

鹿央町岩原地内
山鹿地内
南島地内
南島地内
鹿北町岩野地内
鍋田地内
鍋田地内
山鹿地内
山鹿地内
鹿北町四丁地内
久原地内
鹿本町津袋地内
鹿本町津袋地内
鹿本町津袋地内
鹿央町合里地内
鹿央町合里地内

村上建築塗装店
1スポーツテクノ和広
1村井建設
猿渡機械設備
平成水道建設1
2野口建築
1牧野組
1エスケーホーム
1九電工山鹿営業所
1スポーツテクノ和広
1皆本建設
2久保田建設工業
下田商事
2藤掛建設
城設備
2有働設備

8,384,250
10,489,500
18,060,000
7,675,500
9,975,000
6,006,000
8,557,500
31,185,000
55,618,500
59,997,000
27,615,000
14,910,000
7,003,500
16,044,000
19,320,000
19,383,000

※落札価格500万円以上を掲載（落札額は消費税を含む） …本庁総務課監理検査室　143ｰ1118

入札日

問合せ

開催日 行　事　名 時間 料金

夜間

夜間
－
夜間
午前
夜間
夜間
終日
夜間
－

夜間

日中
夜間
午前

有料

関係者
－
有料
関係者
有料
有料
有料
関係者
－

有料

無料
有料
関係者

６日G

８日B

10日D

13日G

14日A

20日G

21日A

22日B

24日D

25日E

27日G

28日A

第２回八千代座文化講座
土居郁雄講演会「資料で追う古典芸能」
八千代座狂言教室
休館日
山鹿風情物語
八千代座子ども歌舞伎教室
山鹿風情物語
山鹿風情物語
ライブハウスかみひこうき
八千代座狂言教室
臨時休館日(空調工事予定)
第３回八千代座文化講座
安田知博「尺八ワークショップ」
光峰会　舞踊発表会
山鹿風情物語
八千代座子ども歌舞伎教室

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

k
期間u９月１日B～30日Cまで
ろうきん山鹿支店ロビー（鹿校通）
※お問い合せは一ノ瀬建志まで　1４４‐５６０９

７日A

14日A

15日-

21日A

23日-

28日A

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時
９
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

上塚外科胃腸科医院／大山産婦人科医院／幸村医院
山鹿回生病院／さがわ医院
徳永循環器科内科医院／大橋通クリニック
東内科小児科医院／くりた皮ふ科医院
もろとみ医院／たなか眼科医院
武内医院／大坂整形外科医院

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k
メルヘンの世界、水彩、アクリル18点を展示
期間u９月１日B～13日Gまで

k
県内の作家18人の作品展
期間u９月15日-～30日Cまで

（最終日はそれぞれ15：00まで）

日
時u

９
月
20
日
G

午
後
３
時
半
〜

場
所u

山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

演
題u

認
知
症
の
正
し
い
理
解

〜
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
つ
く
り
の
た
め
に
〜

※
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

…
山
鹿
回
生
病
院

1
44
‐
２
２
１
１

日
時u

９
月
11
日
E

午
後
７
時

場
所u

法
事
の
館
　
夢
想
庵
　

テ
ー
マu

お
う
ち
で
で
き
る

癒
し
の
ア
ロ
マ

会
費u

500
円

※
お
預
か
り
し
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す

…
法
事
の
館
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

場
所
と
日
時u

q
ミ
ス
タ
ー
マ
ッ
ク
ス

９
月
17
日
D

午
前
９
時
半
〜
11
時
半

午
後
０
時
半
〜
４
時

w
山
鹿
警
察
署

９
月
25
日
E

午
前
９
時
半
〜
11
時
半

e
J
A
鹿
本
本
所

９
月
25
日
E

午
後
０
時
半
〜
３
時
半

…
健
康
増
進
課1

43
‐
０
０
５
０

問
合
せ

【
公
民
館
講
座
生
の
作
品
展
】

期
間u

９
月
１
日
B
〜
15
日
-

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

【
体
験
絵
手
紙
】

日
時u

９
月
６
日
G

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所u

古
遊
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー(

下
町)

…
絵
手
紙
星
の
子
会
山
鹿
教
室

1
44
‐
２
８
４
９

問
合
せ

公
園
を
手
作
り
ラ
ン
タ
ン
で
照
ら
し

ま
す
。
夏
の
夜
を
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
明

か
り
と
音
楽
で
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時u

９
月
６
日
G

ラ
ン
タ
ン
着
火
　
午
後
６
時
半
〜

（
雨
天
時
は
翌
７
日
に
延
期
）

場
所u

方
保
田
東
原
遺
跡
公
園

※
チ
ャ
ッ
カ
マ
ン
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

…
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

1
46
‐
５
５
１
２

ア
ク
リ
ル
絵
画
展

期
間u

９
月
５
日
F
〜
10
日
D

午
前
11
時
〜
午
後
６
時

場
所u

古
民
家
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
百
花
堂

…
古
民
家
ギ
ャ
ラ
リ
ー
百
花
堂

1
080
‐
６
４
２
６
‐
４
５
１
９

日
時u

９
月
20
日
G

午
前
10
時
半
〜

場
所u

カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内
総
合
体
育
館

※
表
彰
対
象
者
の
方

に
は
別
途
通
知
し

て
い
ま
す
。

…
い
き
が
い
推
進
課

1
43
‐
０
０
５
２

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

（
鹿
北
）
1
32
‐
３
１
１
１

（
菊
鹿
）
1
48
‐
３
１
１
１

（
鹿
本
）
1
46
‐
３
１
１
２

（
鹿
央
）
1
36
‐
３
１
１
４

問
合
せ

問
合
せ

問
合
せ

期
間u

９
月
９
日
C
〜
11
日
E

場
所u

プ
ラ
ザ
フ
ァ
イ
ブ
コ
ン
ビ
ホ
ー
ル

内
容u

絵
画
、
書
、
水
墨
画
、
陶
芸
、

工
芸
、
手
芸
、
写
真
、
絵
手
紙

…
山
鹿
校
区
老
人
ク
ラ
ブ

1
43
‐
２
４
６
４(

宮
本)

問
合
せ

山
鹿
支
部
会
員
に
よ
る
生
産
品
、
工

芸
品
な
ど
の
展
示
即
売
会

期
間u

９
月
20
日
G

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所u

山
鹿
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
山
鹿
税
務
署
と
な
り
）

内
容u

農
産
物
、
農
産
加
工
品
、
花
苗
、

竹
ぼ
う
き
、
草
ぼ
う
き
　
な
ど

…
山
鹿
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
０
４

問
合
せ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
基
本
を
し
っ
か
り

練
習
し
、
な
ん
で
も
が
ん
ば
る
子
ど
も

を
育
て
ま
す
。

対
象u

山
鹿
市
在
住
の
小
学
１
〜
５
年
生

練
習
場
所u

鹿
本
町
体
育
館

練
習
日u

火
・
水
・
木
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時

（
土
日
に
練
習
試
合
あ
り
）

…
山
鹿
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ(

小
森
田)

1
090
‐
８
７
６
４
‐
７
０
９
８

申
込
・
問
合
せ

問
合
せ



R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください

 

 

（H19.10.30生れ）
熊入町（山鹿）

Qママからのメッセージ
早産で小さく生まれてきたけれ
ど、毎日元気いっぱいでいつも笑
顔の蘭ちゃんです。このまま元気
ですくすくと育ってください。

Qわたしからのメッセージ
じいちゃん、ばあちゃん、ま
た泊まりにくるね。いっぱい
遊んでね！！

（H19.８.17生れ）
御宇田（鹿本）

問合せ

「おはようございます」のあいさつに始まり、「あり
がとうございました」のあいさつに終わる。私たちの
仕事は、一言で言えばサービス業です。気持ちの良い
接客と、丁寧な運動指導を心がけ、お客様に気持ち良
く利用していただけるよう日々努めています。
しかし、すべてはお客様あってのもの。お客様を迎

え、指導する立場にある私たちですが、「ありがとう。
また来るね」、「いいお風呂でした」など、お客様から
の温かい言葉に出会うと、たくさんのお客様に支えら
れているのは、私たちの方なんだと改めて実感します。
「一期一会」私たちがいつも心に留めている言葉で

す。一度きりのお客様も、常連のお客様も、一人ひと
り誰との出会いも大切なものです。時に励まされ、時
に感謝され、時にしかられ・・。無駄な事は何一つ無
い、すべての声が私たちの心に響き、支えられ力づけ

（H19.11.11生れ）
芋生（鹿北）

Qぼくからのメッセージ
ハイハイができるようになり
ました。次は、“立っち”が
できるようにがんばります！

赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
（プール・ジムは午後９時半まで）
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

られてきました。
私たちは、山鹿市に住んでいるすべての人に、「ゆ～

かむ」で出会いたいと思っています。また、「ゆ～かむ」
を利用しながら楽しくイキイキと過ごしてもらうため
に、職員一同初心を忘れずに頑張っていこうと思って
います。
「ゆ～かむ」では、毎月第１日曜の午後２時から４

時まで、無料の健康相談会を開催しています。腰痛や
膝痛、ダイエットやメタボ改善、リハビリ、トレーニ
ング法など気になることがあれば、何でもご相談くだ
さい。トレーナーが改善法などのアドバイスをいたし
ます。また、ストレッチや水中ウォーキングなどの無
料の教室も開催していますので、お気軽にお越しくだ
さい。職員一同心よりお待ちしています。

日時u９月１日B 山鹿・菊鹿　９月８日B 山鹿・鹿北
９月16日C 鹿本　　　　９月22日B 山鹿・鹿央
９月29日B 山鹿

受付時間u鹿本　13：30～15：00
山鹿　13：30～　（受付13：20～）
鹿北・菊鹿・鹿央　９：30～11：00

場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター
鹿　北→鹿北老人福祉センター
菊　鹿→菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
鹿　央→鹿央多目的研修センター

日時u９月１日B 菊鹿　　９月８日B 山鹿・鹿北
９月16日C 鹿本　　９月22日B 鹿央

受付時間u９：30～11：00(８日山鹿のみ13：30～15：00)
場所u母子健康手帳交付と同じ

k
＊３～４か月児健診（20年５月生）
日時u９月16日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊７～８か月児健診（20年１月生）
日時u９月26日F 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊１歳６か月児健診（19年１月生）
日時u９月２日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿（大道校区を除く）・鹿北・鹿央
＊３歳児健診（17年５月生）
日時u９月19日F 13：30～14：00受付
対象u山鹿（大道校区を除く）・鹿北・鹿央

k
＊乳児健診（20年１月・５月生）
日時u９月９日C 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿
＊１歳６か月児健診（19年１月生）
日時u９月24日D 13：30～14：00受付
対象u山鹿（大道校区）・鹿本・菊鹿
＊３歳児健診（17年５月生）
日時u９月25日E 13：30～14：00受付
対象u山鹿（大道校区）・鹿本・菊鹿

お問い合わせは、お住まいの地域の保健師まで
・山鹿市役所健康増進課
（健康福祉センター内） 1４３‐００５０
・鹿北総合支所市民福祉課　　1３２‐３１１１
・菊鹿総合支所市民福祉課　　1４８‐３１１１
・鹿本総合支所市民福祉課　　1４６‐３１１２
・鹿央総合支所市民福祉課　　1３６‐３１１４

k
日時と場所u
９月４日E 山鹿健康福祉センター
９月18日E 鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
受付時間uいづれも13：45～14：45受付
※生後６カ月児未満で、ＢＣＧ接種が済んでいないお子
さんは、先にＢＣＧを済ませてください。
※三種混合１期初回を１回でも受けられているお子さん
は、３回済ませてからお越しください。
※予防接種を受けるときは、必ず保護者が同伴してくだ
さい。（同伴できない場合は、委任状が必要です。）

９月１日B～10月31日Fにかけて、歯周疾患検診（節目）
を山鹿市内の歯科医療機関で個別に実施します。
２月の各種健診希望調査において申込みをされていない

方で、受診を希望される方は、健康増進課もしくは、各総
合支所（保健師）までご連絡ください。
対象者u40、45、50、55、60、65、70歳の方

（平成21年３月31日現在）
検診料金u一般：1,300円
※次の方は、検診料金が無料となります。
q市町村民税非課税世帯…市役所(市民課窓口)または、各総
合支所で「山鹿市各種健診及び予防接種に係る非課税証明

書」(有料)をとり、検診当日医療機関に提出してください。
w生活保護世帯…市役所(福祉課)で証明をとり、検診当日
医療機関に提出してください。
検診内容u問診・歯および歯肉の状況についての検査
歯科医療機関一覧u

河原歯科医院(山鹿)
木下歯科医院(菊鹿)
こうずま歯科医院(山鹿)
神山歯科医院(山鹿)
たけいち歯科医院(鹿本)

のがみ歯科医院(山鹿)
原賀歯科医院(山鹿)
平井歯科医院(鹿本)
宮坂歯科医院(山鹿)
森歯科・小児歯科医院(山鹿)

健康づくりについて考えましょう！

※集団でのがん検診は９月26日Fまで山鹿健康
福祉センターにて実施しています。

８カビの生え
たものに注
意して

５タバコは吸
わないよう
に

６食べ物から適
量のビタミン
と繊維質のも
のを多くとる

７焦げた部分
は避ける

４お酒は、ほ
どほどに

３食べすぎを
避け、脂肪
は控えめに

２毎日、変化
のある食生
活を

１バランスの
とれた栄養

12体を清潔に

11適度にスポ
ーツをする 10日光に当た

りすぎない

９塩辛いものは
少なめに、あ
まり熱いもの
はさめてから



菊
鹿
短
歌
会
　
七
月
作
品

痛
む
と
て
幾
枚
も
貼
る
湿
布
薬
わ
が
身
も
そ

れ
の
匂
ひ
と
な
る
ま
で
　
　
　
森
田
　
洋
子

減
反
の
田
に
早
朝
を
蒔
く
大
豆
つ
が
ひ
の
鳩

が
先
に
来
る
な
り
　
　
　
　
　
坂
本
フ
サ
子

熱
帯
夜
け
だ
る
き
朝
の
茄
子
畑
に
花
殻
ほ
ろ

ほ
ろ
畝
間
に
ま
ろ
ぶ
　
　
　
　
片
山
　
陽
子

鹿
央
短
歌
会
　
七
月
作
品

苦
瓜
の
添
木
が
吾
の
知
ら
ぬ
間
に
仕
上
が
り

て
お
り
格
子
戸
風
に
　
　
　
　
上
野
い
づ
子

泉
水
の
川
蜷
住
め
る
水
透
け
る
幼
虫
育
ち
ホ

タ
ル
飛
び
立
つ
　
　
　
　
　
　
井
手
　
幸
子

年
一
度
八
十
五
歳
の
ク
ラ
ス
会
時
も
忘
れ
て

話
は
つ
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
江
藤
　
い
し

鹿
本
短
歌
教
室

七
月
例
会

あ
か
と
き
の
ひ
か
り
を
あ
び
て
哭
き
ゐ
た
る

山
巓
を
風
渡
る
ひ
と
と
き
　
　
柴
田
　
秀
樹

米
寿
過
ぎ
の
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と
暮
ら
せ
ば
わ
が
亡
夫
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窓

部
屋
け
ふ
も
ひ
と
り
占
め
す
る

水
町
千
鶴
子

白
鷺
の
さ
み
ど
り
に
映
え
二
羽
三
羽
翔
つ
を

田
の
面
に
見
つ
つ
う
れ
し
も
　
平
野
　
和
子

山
鹿
短
歌
会

八
月
例
会

安
永
蕗
子
選
・
監
修

七
月
の
朝
の
空
気
を
胸
に
吸
ひ
田
植
え
終
は

り
し
村
の
道
ゆ
く
　
　
　
　
　
後
藤
シ
キ
エ
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も
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も
満
ち
て
明
る
き
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苗
田
の
畦
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け
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ふ
な
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津
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走
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帰
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夕
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ぐ
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ゐ
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立
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メ
子
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さ
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歌
会
　
八
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詠
草

立
葵
並
む
土
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の
道
そ
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果
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花
び
ら
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サ
カ
つ
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の
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関
　
ケ
イ
子

子
に
と
り
て
母
は
太
陽
は
は
を
呼
ぶ
男
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の
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や
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し
か
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け
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横
尾
　
ト
シ

梅
雨
晴
れ
間
刈
機
唸
ら
せ
畦
を
刈
る
草
の
匂

ひ
の
瑞
瑞
し
さ
よ
　
　
　
　
　
野
口
　
暉
夫

鹿
北
短
歌
会
　
八
月
歌
会

互
選

師
の
後
を
追
う
ご
と
逝
き
し
歌
の
友
旅
立
ち

悼
む
か
五
月
雨
ふ
る
　
　
　
　
西
牟
田
節
代

た
そ
が
れ
の
葦
原
鳴
き
て
飛
ぶ
つ
ば
め
わ
が

家
を
巣
立
ち
し
ひ
な
も
ま
じ
る
や貞

熊
喜
美
子

土
曜
日
に
帰
り
た
る
孫
大
人
び
て
カ
ー
ル
の

髪
の
や
さ
し
く
ゆ
る
る
　
　
　
田
中
　
和
子

山
鹿
俳
句
会

八
月
例
会

岩
岡
中
正
選

あ
め
ん
ぼ
の
親
が
跳
び
込
む
子
ら
の
中

小
南
や
ち
よ

蝉
し
ぐ
れ
浴
び
つ
つ
草
を
取
り
急
ぐ
　
　
　
　

森
川
　
幸
恵

夕
軒
端
鈴
は
ず
み
を
り
南
部
鉄
　中

原
美
智
子

菊
鹿
銀
河
俳
句
会

掃
く
傍
に
又
重
な
り
し
夏
落
葉

村
上
　
綾
子

ア
メ
リ
カ
の
姉
に
繋
が
る
天
の
川木

場
　
掬
野
　

小
走
り
に
敷
居
を
跨
ぐ
炎
暑
か
な
　
　
　
　
　

疋
田
由
利
子

鹿
本
俳
句
教
室
　
七
月
例
会

利
光
釈
郎
選

宿
浴
衣
旅
の
心
と
な
り
に
け
り

小
島
　
　
稔

灯
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浮
か
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ヨ
ヘ
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渡
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久
　

五
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な
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荒
木
　
文
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河
鹿
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狂
句

六
月
例
会
　
　

互
選
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ぜ
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っ
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友
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狂
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選
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荻
　
　
正
好

長
瀬
狂
介
選

サ
ミ
ッ
ト
で
　
援
助
交
際
す
る
総
理

小
水
流
繁
富

ば
ら
ば
ら
　
検
死
も
絶
句
し
た
ま
ん
ま

藤
本
　
白
扇

早
さ
早
さ
　
性
教
育
の
間
に
合
わ
ん

立
山
　
連
峰

サ
ミ
ッ
ト
で
　
大
国
は
足
揃
え
ん
か

坂
田
　
土
常

早
さ
早
さ
　
番
号
取
り
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

岡
山
　
お
筆

◆寄附お礼（山鹿市に）◆
上村武生さん（山鹿）

福祉事業推進のために　絵画　１枚

◆およろこび◆

山　鹿　吉川　　寿さんQ戸上　裕美さん
中村慎太郎さんQ橋本　佳奈さん
米田　光豊さんQ泉　　妙子さん
坂本　　亘さんQ大林　佳奈さん

八　幡　緒方　　隆さんQ上村　留美さん
田島　圭介さんQ平澤　理江さん

平小城　杉谷　英治さんQ佐藤　　明さん

来　民 入田　　圭さんQ森本　　舞さん
橋口　　渉さんQ大坂　　綾さん

稲　田 渡邊　一史さんQ芹川　藍子さん
清�　洋介さんQ渡邊奈穂子さん

米野岳 松本　竹司さんQ小山　晴子さん

◆うぶごえ◆

山　鹿 田尻結衣那
ゆ い な

さん　新堀千太郎
せん た ろ う

さん
松本　瑶子

よ う こ

さん　辻　　心陽
こ は る

さん
児玉　雄大

ゆ う と

さん　山本　伶響
れ お ん

さん
辰巳　陽太

よ う た

さん　中嶋　梨乃
り ん の

さん
前田　百花

も も か

さん
川　辺　池尻　　蓮

れん

さん
八　幡 村上　陽向

ひ な た

さん　重松　謙伍
け ん ご

さん
平小城 古家　王夏

お う か

さん
三　岳 池田　聖摩

しょうま

さん
三　玉　松尾　実和

み わ

さん　中川　大地
だ い ち

さん
佐藤　彰紘

あきひろ

さん
大　道 本田　悠真

ゆ う ま

さん　角田ひよりさん
嶋田　衣織

い お り

さん　川添　海心
かいしん

さん
吉田　絢菜

あ や な

さん　中山　　陽
はる

さん
中西　優大

ゆうだい

さん　　　

内　田 栗原　大輔
だいすけ

さん
六　郷 古田　穂花

ほ の か

さん　古閑　統子
の り こ

さん
岩下のぞみさん　上野　ららさん

来　民 平島　滉太
こ う た

さん　古賀咲太朗
しょうたろう

さん
齋藤　弘大

こうだい

さん
稲　田　牛嶋　愛里

あ い り

さん　社方　勇吾
ゆ う ご

さん

千　田 城　　真里
ま り

さん　黒田　怜志
れ い し

さん

◆おくやみ◆

山　鹿　近藤　正康さん(90) 立山　　都さん(71)
宮田總一郎さん(81) 佐々木時子さん(72)
渡邊　直吉さん(58) 落合　訓子さん(77)
山元　和美さん(55) 稲葉　啓子さん(60)
村上ハツエさん(91) 中原　　公さん(90)

米　田　津留　涼子さん(50)
川　辺　松本ヤスヨさん(92) �永　義春さん(87)

立山チズエさん(92) 古家　文男さん(62)
上田　清子さん(81)

八　幡 小山　由雄さん(95) 鹿子木　泰さん(83)
野田　シヲさん(88)

平小城 塚本　敏昭さん(76)
三　玉　野滿　捷三さん(67) 渕上　　榮さん(90)

立山八千代さん(81)
大　道 富田　武義さん(90)

岳　間　山浦ノブコさん(89)
岩　野 鬼塚　義人さん(89)
広　見　早野ヤチヨさん(88) 仁田原菊雄さん(70)

六　郷 古閑 行さん(87) 立山　靖男さん(85)
吉里ツヤコさん(98) 古閑ヤチヨさん(95)

来　民 吉田　平馬さん(81)
稲　田　渡邊イツヲさん(91) 渡邊ユリ子さん(83)
中　富　福田　多穂さん(89) 上野　誠一さん(75)

千　田 竹下　正則さん(88) 姫井　雪乃さん(88)
富田　静代さん(76)

米野岳 民守セイ子さん(81) 上土井ミツ子さん(93)

※７月中の届出受付分を掲載しています

珍しいたばこの花見つかる　８月３日　菊鹿地区

この写真はよく見かける葉たばこですが、その葉の
中央部分から茎が出て花が咲いています。この珍しい
花は、元田政昭さん（菊鹿町松尾）のほ場で収穫され
たものです。元田さんは「長年たばこを作っているが、
葉から出た花は見たことがない。今年は何か良いこと
が起こるかな」と笑顔で話しました。
たばこ耕作組合山鹿支所に確認したところ、「通常た

ばこの花は、のきに花を咲かせますが、この写真のよ
うなところから花が咲くのは55年たばこを見てきてこ
れが２例目。
突然変異だ
と思います
が非常に珍
しいもので
す」と話さ
れました。

▲葉から茎が出て咲いた　たばこの花



山鹿灯籠まつりの一部中止について　

先日開催しました山鹿灯籠まつりにおきましては、悪天候のた
め、16日の行事のうち、深夜の｢上がり灯籠｣を除き、ほとんどの
催しが中止になりました。関係各位には、大変なご迷惑をおかけ
いたしました。
山鹿灯籠まつりは、観光地としての｢山鹿｣を全国に知ってもら

う大きな役割を果たしており、例年市民の皆様をはじめ、全国各
地からたくさんのお客様が楽しみにおいでになります。
またこの祭りには、千人灯籠踊りをはじめ各催しの参加者、そ

してその準備をしていただく地域や各種団体の方など、多くの
方々が長い期間にわたって準備に携わって来られました。
そのようなことから、実行委員会としましても、可能な限り多

くの行事を実施すべく検討いたしました。しかしながら、大雨洪
水警報が発令される中では、千人灯籠踊り会場のグラウンド状況
が回復する見込みも無く、また、和紙で作られた伝統工芸品であ
る金灯籠の雨による破損の恐れなど、総合的に考慮しました結果、
まさに断腸の思いで｢中止｣の決断をいたしました。
また、そのような思いから最終判断が遅れ、関係者の皆様への

連絡が遅くなりました点でも大変なご迷惑をおかけしたものと反
省しております。
今後は、今回の教訓を次に生かしながら、本市の観光振興に努

力してまいりますので、市民の皆様にはご理解とご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。

山鹿灯籠まつり実行委員会
会　　　長　中嶋　憲正
委　員　長　高口功二郎

15日菊池川河畔で開催された納涼花火大会

■編集発行
〒８６１‐０５９２
熊本県山鹿市役所
総務部秘書課
広聴広報係
10968‐43‐1112
50968‐44‐0373
（毎月１日・15日発行）

ホームページアドレス
http://www.city.yamaga.kumamoto.jp

エコマーク認定の再生紙を使用しています

■人口と世帯

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
による漢字を使用しています（広聴広報係） Q

灯
籠
祭
を
取
材
す
る
こ
と
に
な
り
、
か
な

り
の
緊
張
で
臨
み
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く
の

雨
…
。
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
急

き
ょ
八
千
代
座
で
の
開
催(

灯
籠
保
存
会
の

み)

と
な
り
ま
し
た
。
見
慣
れ
て
い
る
は
ず

の
踊
り
で
す
が
、
会
場
が
違
う
と
一
段
と
優

雅
な
も
の
で
し
た
。

Q
地
元
に
居
な
が
ら
、「
上
が
り
灯
籠
」
を

初
め
て
見
ま
し
た
。
男
衆
が
灯
籠
を
勇
壮
か

つ
厳
粛
に
大
宮
神
社
へ
奉
納
し
て
い
き
ま

す
。
燈
籠
殿
に
並
べ
ら
れ
た
奉
納
灯
籠
は
、

見
事
な
も
の
で
し
た
。

(

か)
S

灯
籠
ま
つ
り
の
２
日
目
は
雨
で
ほ
と
ん
ど

の
催
し
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
和
紙
で
出

来
た
山
鹿
灯
籠
に
と
っ
て
雨
は
最
大
の
敵
。

中
国
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
に
人
工
消

雨
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
て
雨
を
降
ら
せ
な

か
っ
た
ら
し
い
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
…
。「
今
年
見
れ
な
か
っ
た

け
ど
来
年
ま
で
見
る
楽
し
み
が
増
え
ま
し

た
」
と
観
光
客
の
方
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

S

灯
籠
ま
つ
り
が
終
わ
る
と
山
鹿
に
も
秋
風

の
香
り
が
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
入
稿
日
前

に
残
業
し
て
い
る
私
に
は
、
誘
惑
の
焼
き
肉

の
香
り
し
か
し
ま
せ
ん
。（
笑
）

(

Ｋ)

人口　　58,462（－27）
男　　27,629（－７）
女　　30,833（－20）
世帯数　21,048（＋19）
７月末現在（前月末比）


